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＜古い問題で練習しようシリーズ＞「社会福祉」ソーシャルワーク 解説編 

@2024sakurakosensei 転載・転売・流用禁止 

 

問1 正答 ４ 

Ａ × アダムス（Addams、J.）は、1889 年に世界最大規模のセツルメント・ハウスであるハル・

ハウスをシカゴに開設した人物である。社会改良運動を展開し、グループ活動を社会的視点をもっ

たものへと拡大した。しかしトインビーホールは、1884 年にバーネット夫妻によってロンドンに開

設された世界初のセツルメント・ハウスである。 

B 〇 ジャーメイン（Germain、C.B.）とギッターマン（Gitterman、A.）は、生態学を理論的基盤

にした生活モデルを体系化した。これは、利用者がかかえている生活問題の解決を援助するときに、

利用者個人に原因を求めるのでなく、問題は人と環境の交互作用によってもたらされる、として解

決を図ろうとする考えかたである。 

C × リッチモンド（Richmond、M.E.）はケースワークの体系化に貢献し、『社会診断』『ソーシ

ャルケースワークとは何か』などの著書を著した。しかし『ケースワークの原則』の著者はバイステ

ックである。 

D 〇 バートレット（Bartlett、H.）は『社会福祉実践の共通基盤』を著し、ソーシャルワークの各

援助技術に共通する価値・知識、介入の過程を整理し、社会福祉固有の焦点と視点を明確にして、社

会福祉援助技術の統合化を図ろうとした。 

 

 

問2 正答 ３ 

Ａ 〇 面接場面では、相互信頼関係（ラポール）が形成されることで利用者が自分について率直

に話すことができるようになる。援助者がそれを傾聴し、受容と共感の気持ちを示すことで専門的

援助が確立されていくといえる。 

B × 間違いかどうかということを、援助者が自分の倫理観や価値観のみで判断したり、批判した

りすることはしてはならない。選択や決定は利用者自身が行うもので、援助者ではない。バイステ

ックの７原則のうち、非審判的態度の原則とクライエントの自己決定の原則に該当する。 

C 〇 バイステックの７原則のうち、援助の過程で知り得た利用者の情報について、他者に漏らし

てはならないという秘密保持の原則がある。情報を共有しなければならない場合は、利用者に説明

して同意を得ることが必要である。 

D 〇 援助者は、利用者の態度や考えかた、行動や感情をありのままに受けとめて受容し、利用者

の立場に立って理解することが基本的姿勢として求められる。バイステックの７原則のうちの受容

の原則に該当する。 

 

 

問 3 正答 ５ 

Ａ × ケースワークにおいて、個人の内面の問題を解決することに重点を置いたのは、フロイト

の精神分析理論を積極的に導入した診断主義派の人々であった。その後、個人の内面を重視する手
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法が批判され、クライエントの自我の力が主体的に機能できるような場を提供することがケースワ

ークであるとする機能主義派の考えが主張されるようになり、これらの考え方が統合され、現在で

は、クライエントと環境の両方からとらえて問題解決に当たるような考え方に変化している。 

Ｂ × フロイトの精神分析理論は、精神医学に基づいたもので、診断主義派と呼ばれる人たちの

ケースワーク理論に大きな影響を与えたとされている。 

Ｃ 〇 生態学はエコロジーともいわれ、生物と環境の相互作用を扱うものである。システム理論

は、全体を構成している要素を細かく分けて個ととらえ、それらが相互に作用しているという考え

方をいい、これらは社会福祉における相談援助に取り入れられている。 

Ｄ × 社会福祉における相談援助のなかで、パーソナリティの深層に働きかけることに重点を置

くのは、カウンセリングと呼ばれる手法である。社会生活を目標として援助を行うのに対して、心

理療法は精神病理に焦点をあてて援助を行うものであり、援助内容が酷似しているとはいえない。 

 

 

問 4 正答 ５ 

１ 〇 外部のスーパーバイザーの視点で、事故防止マニュアルについて職員研修の場で講義する

ことは、施設職員だけでは気づかないことにもふれる機会となる。 

２ 〇 スーパーバイザーが事故を起こした保育士へ非難が集中しないことなどに十分配慮しなが

ら実施されれば、類似事故が生じた場合の保育士の責任について集団討議させることは、今後に備

えて必要なことといえる。 

３ 〇 スーパービジョンには、スーパーバイザーとスーパーバイジーとが１対１で行う個人スー

パービジョンがあります。他の人がいない場で、２人で個別に話し合い、自分の責任について考え

させることは適切である。 

４ 〇 スーパービジョンにおいても、クライエントにあたるスーパーバイジーの気持ちを受容す

る姿勢がスーパーバイザーには求められる。 

５ × 児童養護施設で事故が起こった場合、事故についての報告書を都道府県等に提出する必要

がある。また、けがの状況によっては警察への届出も必要となる。さらに、入所児童に対してもきち

んとした説明が行われなければならない。 

 

 

問 5 正答 ３ 

１ 〇 アセスメントでは、個別支援計画の立案の前に、「見立て」という作業を行う。これは、利

用者のニーズの分析や評価を行うことで、活用できる社会資源などをあらかじめ調べておく作業で

ある。 

２ 〇 アセスメントの段階で、利用者には何が必要とされているのか、何を支援目標にするのか

を明確にしておくことが、効果的な個別支援計画作成へとつながる。 

３ × アセスメントの際は、必ず利用者と話し合い、本人の意向をもとに具体的なニーズを明確

にしていかなくてはならない。 

４ 〇 個別支援計画を立案する際には、利用者、またその家族と一緒に作業を行い、その内容に
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ついて十分に説明し、同意を得ておく必要がある。 

５ 〇 モニタリングでは、個別支援計画に基づいたサービス提供が適切に利用者のニーズを充足

しているかを確認していく。また、ニーズが変更された場合や、個別支援計画どおりにいかない場

合には、利用者やその家族の意向を含めながらアセスメントをやり直すこともある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


